
検索北島町

7月号’18

平成30年6月1日現在
前月より

男 11，275 ＋16
女 11，892 ＋17
計 23，167 ＋33
世帯 9，625 ＋21

全全日日本本愛愛瓢瓢会会展展示示会会ががササンンフフララワワーードドーームムでで開開催催さされれままししたた。。
小小学学生生のの皆皆ささんんもも作作品品にに見見入入っってていいままししたた。。

町民の動き

h t t p : / /www . t own . k i t a j ima . l g . j p /

第第886611号号
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教育ボランティア募集！

ダダ
イイ
ヤヤ
モモ
ンン
ドド
婚婚
・・
金金
婚婚

該該
当当
者者
はは
おお
申申
しし
込込
みみ
をを

毎
年
、
該
当
者
ご
夫
婦
を
敬
老
会

に
お
招
き
し
、
お
祝
い
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
期
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
該
当
者
】

婚
姻
後
六
十
年

昭
和
三
十
三
年
一
月
一
日
〜

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

婚
姻
届
を
提
出
し
た
ご
夫
婦

【
金
婚
該
当
者
】

婚
姻
後
五
十
年

昭
和
四
十
三
年
一
月
一
日
〜

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

婚
姻
届
を
提
出
し
た
ご
夫
婦

※
い
ず
れ
も
、
北
島
町
在
住
で
住

民
登
録
を
し
て
お
り
、
同
居
の

ご
夫
婦
が
該
当
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

役
場
一
階

保
険
福
祉
課

【
申
込
締
切
日
】

八
月
十
日
㈮
ま
で

【
お
問
合
せ
】

保
険
福
祉
課

☎
六
九
八
―
九
八
〇
五

本
年
度
の
敬
老
会
は
、

九
月
十
五
日
㈯

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金

婚
・
米
寿
対
象
の
方
の
み

を
お
招
き
し
開
催
致
し
ま

す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

危危
険険
業業
務務
従従
事事
者者
叙叙
勲勲

元
徳
島
県
警
視

渡
邊

謙（
71
歳
）太
郎
八
須

昭
和
四
十
年
四
月
徳
島
県
警
察
官

拝
命
。
徳
島
東
警
察
署
を
は
じ
め
各

警
察
署
及
び
県
警
察
本
部
で
勤
務
。

平
成
十
九
年
三
月
退
職
。
在
職
中
、

主
に
市
民
生
活
を
侵
害
す
る
経
済
事

犯
等
の
諸
対
策
を
推
進
し
社
会
公
共

の
安
寧
に
貢
献
し
た
。

そ
の
功
労
が
評
価
さ
れ
瑞
宝
双
光

章
を
受
賞
さ
れ
た
。

瑞
宝
双
光
章

平平
成成
三三
十十
年年
度度

敬敬
老老
祝祝
金金
をを
支支
給給

九
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
北
島

町
内
に
一
年
以
上
住
民
登
録
さ
れ
、

か
つ
引
き
続
き
北
島
町
に
在
住
さ
れ

る
次
の
年
齢
（
生
年
月
日
）
の
方
が

支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

敬
老
祝
金
支
給
対
象
予
定
者
の
方

に
は
、
別
途
個
人
通
知
を
送
付
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

ご
提
出
下
さ
い
。

【
支
給
対
象
年
齢
・
支
給
金
額
】

○
満
年
齢
七
十
七
歳

七
千
円

昭
和
十
五
年
十
月
一
日
〜

昭
和
十
六
年
九
月
三
十
日
生
ま
れ

の
方

○
満
年
齢
八
十
八
歳

一
万
円

昭
和
四
年
十
月
一
日
〜

昭
和
五
年
九
月
三
十
日
生
ま
れ
の
方

○
満
年
齢
九
十
九
歳

五
万
円

大
正
七
年
十
月
一
日
〜

大
正
八
年
九
月
三
十
日
生
ま
れ
の
方

※
百
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、
誕
生
日

に
お
祝
い
金
を
授
与
致
し
ま
す
の

で
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
場
所
】

役
場
1
階

保
険
福
祉
課

【
申
請
締
切
日
】

八
月
三
十
一
日
㈮
ま
で

【
支
給
予
定
日
】

九
月
二
十
日
㈭

【
お
問
合
せ
】

保
険
福
祉
課☎

六
九
八
―
九
八
〇
五

お知らせ
「
毎
月
20
日
は
あ
い
さ
つ
運
動
の
日
で
す
」

7
月
の
あ
い
さ
つ
運
動
は
7
月
20
日
㈮
に
行
い
ま
す
。

元
気
な
あ
い
さ
つ
で
、
一
学
期
を
締
め
く
く
ろ
う
。

北
島
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

�
高
齢
者
が
運
転
操
作
ミ
ス
、
店

舗
に
激
突
し
死
亡
�。
大
き
な
見
出

し
で
自
動
車
事
故
を
伝
え
る
。
最
近

こ
の
事
例
が
多
い
。
即
ち
ブ
レ
ー
キ

と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
え
の
事
故

で
あ
る
。
特
に
七
十
五
歳
以
上
の
運

転
者
死
亡
事
故
の
内
、
操
作
ミ
ス
に

よ
る
死
亡
者
率
が
三
一
％
を
し
め
る
。

（
’18
年
版
交
通
安
全
白
書
）。
な
ぜ

こ
の
様
な
事
故
が
起
こ
る
の
か
。
そ

れ
は
ク
ラ
ッ
チ
操
作
を
し
な
く
て
も

よ
い
と
い
う
事
で
、
Ａ
Ｔ
車
が
開
発

さ
れ
、
右
足
一
つ
で
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
操
作
が
で
き
る
様
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
便
利
に
は
な
っ
た
が

二
つ
の
ペ
ダ
ル
が
す
ぐ
隣
り
合
わ
せ

に
あ
る
。
こ
の
為
、
こ
の
様
な
事
故

が
多
発
す
る
。
そ
こ
で
フ
ッ
ト
ブ

レ
ー
キ
を
手
元
ブ
レ
ー
キ
と
し
、
そ

の
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
ブ
レ
ー
キ
ペ

ダ
ル
を
移
し
、
右
足
は
ア
ク
セ
ル
、

左
足
は
ブ
レ
ー
キ
を
専
用
化
と
す
る
。

さ
ら
に
安
全
を
図
る
な
ら
ば
、
ア
ク

セ
ル
ペ
ダ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の

間
に
踏
み
越
し
防
止
板
を
設
置
す
れ

ば
ど
う
か
。

現
代
社
会
は
あ
ま
り
に
も
利
便
性

が
優
先
さ
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
品

の
便
利
さ
は
良
い
が
、
命
に
か
か
わ

る
物
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
慎
重

性
が
望
ま
れ
る
。
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受 験 資 格

平成元年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた者

平成元年4月2日以降に生まれた者で、保育士の資格を有する者又は平成31年3
月31日までに当該資格を取得する見込みの者

平成元年4月2日以降に生まれた者で、幼稚園教諭の免許を有する者又は平成31
年3月31日までに当該免許を取得する見込みの者

昭和54年4月2日以降に生まれた者で、介護支援専門員の資格を有する者

採用予定人員

若干名

若干名

若干名

若干名

試 験 区 分

一般事務
（高等学校卒業程度）

保育士
（短期大学卒業程度）

幼稚園教諭
（短期大学卒業程度）

介護支援専門員
（高等学校卒業程度）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

平平成成3300年年度度北北島島町町職職員員採採用用試試験験のの実実施施
平成30年度において北島町職員採用試験を実施します。試験案内及び申込書については北島町役場総
務課にてお渡ししますので、直接もしくは郵便にて請求してください。

1．試験区分、採用予定人員及び受験資格

2．採用試験実施スケジュール
◎受付期間（郵送の場合も必着） 7月17日㈫～8月2日㈭
◎第1次試験（統一試験） 9月16日㈰
◎第2次試験 10月下旬頃

3．試験案内申込書の入手方法
◎直接受け取る場合 北島町役場 総務課（2階）
◎郵送請求の場合 「職員採用試験申込書請求（試験区分○○○○）」と朱書した封筒に、返信用封筒（送付先を記

入し120円切手を添付した A4書類が入るもの）を入れて、北島町役場総務課へ郵送してください。
4．受験に関するお問合せ・申込先

〒771－0285 北島町中村字上地23－1 総務課（☎698‒9801）

◆
日
時

八
月
四
日
㈯

十
三
時
〜
二
十
一
時
（
予
定
）

花
火：

二
十
時
半
〜
二
十
一
時
。
小
雨
決
行
、
大
雨
の

場
合
は
五
日
㈰
に
延
期
。

◆
場
所

高
房

三
ツ
合
公
園

◆
主
催

北
高
ロ
ー
ド
商
店
街
・
北
島
町
商
工
会

◆
後
援

北
島
町
・
北
島
町
教
育
委
員
会
・
北
島
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大
鵬
薬
品
工
業
㈱
、
フ
レ
ッ
セ

北
島

他

今
年
も
夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
ょ
う
た
ん
夏
祭
り
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
家
族
揃
っ
て
、
夏
の
一
日
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

な
お
、
臨
時
駐
車
場
は
ビ
ッ
グ
か
ら
三
ツ
合
橋
を
渡
り
、

一
つ
目
の
信
号
を
右
折
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
進
ん
だ
所

に
設
け
て
お
り
ま
す
（
約
三
〇
〇
台
）。
徳
島
北
高
校
職

員
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す
。

役
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
自
転
車

の
方
は
会
場
前
に
駐
輪
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

な
る
べ
く
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
主
な
内
容

北
島
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
、
納
涼
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
納

涼
花
火
大
会
、
バ
ン
ド
演
奏
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
他

●
そ
の
他
の
催
し

木
工
教
室
、
宝
さ
が
し
、
各
種
模
擬
店

他

（
都
合
に
よ
り
内
容
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
お
問
合
せ
先

北
島
町
商
工
会

☎
六
九
八
―
二
二
七
五

北
高
ロ
ー
ド
商
店
街
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ひひひ
ょょょ
ううう
たたた
んんん
夏夏夏
祭祭祭
りりり

きき
たた
じじ
まま
夏夏
のの
祭祭
典典

僕僕
もも
私私
もも
ちち
ょょ
うう
せせ
んん
！！

わわ
んん
ぱぱ
くく
すす
もも
うう
大大
会会

出出
場場
者者
募募
集集

《
き
ま
り
》

▼
資
格：

幼
稚
園
か
ら
小
学
六
年
生

ま
で
の
男
子
・
女
子

▼
申
込
締
切
日：

七
月
十
三
日
㈮

▼
申
し
込
み
場
所：

北
島
町
商
工
会

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
事
務
局

☎
六
九
八
―
二
二
七
五

▼
大
会
会
場：

北
島
町
三
ツ
合
公
園

相
撲
場

▼
試
合：

個
人
戦
、
学
年
別
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
。

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
、
優

勝
・
準
優
勝
者
に
メ
ダ
ル
贈
呈
。

▼
服
装

シ
ャ
ツ
・
ズ
ボ
ン
を
着
用

の
こ
と

※
土
俵
上
の
負
傷
は
応
急
処
置
の

み
。
以
後
の
治
療
は
保
護
者
で

お
願
い
し
ま
す
。
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8月は保険証の定期更新月です
現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成30年7月31日」となっている紫色の「後期高齢者医療被保険
者証」を、1人に1枚お渡ししています。
7月中に、有効期限 平成31年7月31日と記載された新しい被保険者証［濃いクリーム色（黄色）］をお届けします。
平成30年8月1日から平成31年7月31日までの一部負担金の割合（1割又は3割）は、平成29年中の所得に基づき、改めて判定します。
8月1日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのないようご注意ください。

後期高齢者医療被保険者証
有効期限 平成31年 7 月31日

※ご確認ください！

新しい被保険者証の有効期限は平成31年7月31日になっています。

【一部負担金の割合の判定方法について】

※70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額が520万円未満の場合は1割（要申請）
※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ

現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成30年7月31日」となっています。
平成29年度の認定証をお持ちの方で平成30年度住民税非課税世帯の方には、7月末までに「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額
減額認定証」をお届けいたします。更新申請書の提出は必要ありません。
認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去12か月で90日を超える入院」をされた方は、保険福祉課の窓口に申請し
ていただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

※平成30年8月から高額療養費の上限額が変わります（現役並み所得の方）
平成30年8月以降、年収約370～1，160万円（課税所得145～689万円）に該当する方は、ひと月にひとつの医療機関での支払いが高額になる

可能性があるため、保険福祉課の窓口にて、「限度額適用認定証」の交付の申請をおすすめします。
※限度額適用認定証の交付を受けていない場合でも、後日、上限額を超えて支払った医療費を払い戻すための申請をすることは可能です。

臓器提供の意思表示にご協力ください
新しい被保険者証（有効期限平成31年7月31日）の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられています。

これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは、病気や事故により臓器
が機能しなくなった方に他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させる医療です。
臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変
更ができます。
臓器提供についてよく考え、家族とよく話合い、意思表示欄の記入にご協力ください。
なお、意思表示欄への記入は任意であり、義務付けるものではありません。

◆自分の意思に合う番号を選択
自分の意思に合う番号を1から3までの中からひとつだけ選んで○をしてください。

◆提供したくない臓器の選択
1又は2を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、その臓器に×をつけてく
ださい。なお、提供できる臓器は以下のとおりです。
脳死後：心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球
心臓が停止した死後：腎臓・膵臓・眼球
◆特記欄への記載について
1又は2を選んだ方で、皮膚、心臓弁、血管、骨などの組織も提供してもいい方
は、「すべて」あるいは「皮膚」「心臓弁」「血管」「骨」などと記入できます。
親族に優先して臓器提供をしたい方は、「親族優先」と記入できます。

◆本人署名・家族署名について 本人の署名及び署名年月日を自筆で記入してください。また、家族署名欄には、この意思表示欄
の記入を知っている家族が、その確認のために署名してください（家族署名欄の署名がなくても意思表示は有効です。）。

※ 臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」をはり付けることにより、記入内容を他の人に知られないようにすることができます。
このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示にご協力ください」に付いています。

※ 記入する場合は、ボールペン等の消えないペンを使用してください。

※平成30年度の保険料の決定通知書を8月初旬にお送りします。
平成30年度の保険料が、年金から差し引かれている方は、4月分から8月分までは、仮徴収としてお支払いいただくこととなっております。
保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、年額保険料とお支払方法のお知らせをお送りします。
また、年金からの差引きではなく、納付書または口座振替により保険料を納めていただく方についても、年額保険料のお知らせと納付書を
お送りします。

被保険者が2人以上の場合
145万円以上の被保険者がいる
520万円未満は1割（要申請）
520万円以上は3割

被保険者が1人の場合
145万円以上
383万円未満は1割（要申請）
383万円以上は3割（※）

世帯構成
住民税課税所得

総収入の合計額
3割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が145万円未満1割負担となる方

2018．7 町報 （４）
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国民年金保険料免除等の申請について
保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年

金を受けられない場合があります。
経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保険

料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、住民登録をしている市（区）役所・町村役場の
国民年金窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。
平成30年度分（平成30年7月分から平成31年6月分まで）の免除等の受付は平成30年7月1日から開始されます。
また、申請時点の2年1か月前の月分までさかのぼって申請することができます。
失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた期間がある方は、北島

町役場住民課（☎698‒9804）または徳島北年金事務所（☎655‒0200）へご相談ください。

平平
成成
三三
十十
年年
八八
月月
かか
らら

介介
護護
保保
険険
のの
費費
用用
負負
担担
がが

変変
わわ
りり
まま
すす

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
い
、
介
護
保
険
の
費
用
負
担
が
変

わ
り
ま
す
。
平
成
三
十
年
八
月
以
降
は
所
得
に
応
じ
一
割
、

二
割
ま
た
は
、三
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
を

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シシ
ニニ
アア
のの
皆皆
ささ
んん
！！「「
介介
護護
助助
手手
」」

とと
しし
てて
活活
躍躍
しし
まま
せせ
んん
かか
？？

シ
ニ
ア
の
方
を
対
象
に
、「
介
護

助
手
」
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
た
だ
く
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

●
「
介
護
助
手
」
と
は
、
県
が
創
設

し
た
シ
ニ
ア
向
け
の
「
新
し
い
働

き
方
」
で
、
清
掃
や
シ
ー
ツ
交
換
、

話
し
相
手
な
ど
の
、
介
護
周
辺
業

務
を
担
う
お
仕
事
で
す
。

「
短
時
間
の
勤
務
」で「
無
資
格
」

「
未
経
験
」
で
も
御
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

●
モ
デ
ル
期
間
中
の
時
給
は
八
五
〇
円

●
モ
デ
ル
期
間

九
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

（
継
続
雇
用
可
）

事
前
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
事
前
説
明
会

八
月
一
日
㈬

十
四
時
か
ら

●
開
催
場
所

介
護
老
人
保
健
施
設

敬
愛
の
家

北
島
町
中
村
字
八
丁
野
二
二
番
地
―
一

☎
六
九
八
―
七
七
七
八

●
お
問
合
せ
先

徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
六
五
四
―
四
四
六
一

�
六
五
六
―
一
一
七
三

【【
ああ
きき
地地
・・
空空
きき
家家
のの
適適
正正
管管
理理
】】

『
北
島
町
あ
き
地
等
の
環
境
保
持

に
関
す
る
条
例
』
に
よ
り
、
あ
き
地

等
に
雑
草
又
は
樹
木
若
し
く
は
枯
草

が
放
置
さ
れ
て
火
災
及
び
犯
罪
の
原

因
、
ま
た
害
虫
の
発
生
等
不
良
状
態

と
な
ら
な
い
よ
う
適
正
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

周
辺
住
民
に
ご
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
心
が
け
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
空
き
家
に
つ
き
ま
し
て
も
、

定
期
的
に
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
し
、

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
相
談
・
お
問
合
せ
は

ま
ち
み
ら
い
課

☎
六
九
八
―
九
八
〇
六

利用者負担の判定の流れ

3割負担

2割負担

2割負担

1割負担

1割負担

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で340万円以上、または2人以上世
帯で463万円以上

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で280万円以上340万円未満、または
2人以上世帯で346万円以上463万円未満

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で280万円以上、または2人以上世
帯で346万円以上

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で280万円未満、または2人以上世
帯で346万円未満

本人の合計所得
金額が220万円
以上

本人の合計所得
金額が160万円
以上220万円未
満

本人の合計所得
金額が160万円
未満

65
歳
以
上
の
方

2018．7 町報（５）
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NNoo..3355

北北
島島
町町
寄寄
贈贈
「「
三三
木木
ガガ
ーー
デデ
ンン

歴歴
史史
資資
料料
館館
」」
資資
料料

資
料
の
保
存
に
つ
い
て

―
古
文
書
の
保
管
―

先
月
号
で
、
人
形
浄
瑠
璃
の
衣
装

を
保
管
す
る
箱
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
し
た
が
、
古
文
書
も
同
じ
素
材
で

作
ら
れ
た
保
存
箱
で
の
保
管
を
、
始

め
ま
し
た
。

古
文
書
は
、ま
ず「
中
性
紙
封
筒
」

と
い
う
、
資
料
（
古
文
書
）
を
保
管

す
る
専
用
の
封
筒
に
入
れ
て
か
ら
、

保
存
箱
で
保
管
し
て
い
ま
す
。「
中

性
紙
封
筒
」
は
名
称
に
も
表
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
ア
ル
カ
リ
性
で
も
な

く
酸
性
で
も
な
く
、
中
性
で
す
。
資

料
は
年
月
が
経
つ
と
、
酸
化
し
て
痛

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
そ
の
進
行
を

少
し
で
も
遅
ら
せ
る
た
め
、
収
納
す

る
保
存
箱
は
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
し
ま

す
。
し
か
し
、
資
料
に
直
接
当
た
る

素
材
は
、「
薄
葉
紙
」（
前
号
参
照
）

同
様
、
中
性
の
素
材
を
使
用
し
ま
す
。

ま
た
、
資
料
が
古
く
、
封
筒
か
ら
の

出
し
入
れ
の
際
、
破
れ
る
な
ど
の
危

険
が
あ
る
資
料
、
ま
た
既
に
破
れ
て

い
る
資
料
な
ど
は
、「
薄
葉
紙
」
で

挟
ん
だ
り
包
ん
だ
り
し
た
う
え
で
、

「
中
性
紙
封
筒
」
に
入
れ
ま
す
。

資
料
（
古
文
書
）
の
サ
イ
ズ
は
ま

ち
ま
ち
で
す
が
、「
中
性
紙
封
筒
」

の
サ
イ
ズ
は
統
一
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
封
筒
内
の
ス
ペ
ー
ス
に
余
り

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
サ
イ
ズ
を
統
一
す
る
こ
と
で
、

保
存
箱
の
中
で
の
紛
れ
込
み
を
防
ぎ
、

見
つ
け
や
す
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
収
納
ス
ペ
ー
ス

の
節
約
よ
り
も
、
資

料
の
紛
失
防
止
や
探

し
や
す
さ
を
優
先
し

た
の
で
す
。

寄
贈
さ
れ
た
古
文

書
す
べ
て
を
こ
の
箱

に
入
れ
る
た
め
に
は
、

か
な
り
の
数
の
「
中

性
紙
封
筒
」
と
保
存

箱
を
必
要
と
し
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
古
文
書

の
保
管
作
業
は
現
在

行
っ
て
い
る
最
中
で

す
か
ら
、
作
業
が
終
わ
っ
た
も
の
か

ら
収
納
す
べ
く
、
少
し
ず
つ
買
い
足

し
収
納
し
て
い
ま
す
。

―
「
中
性
紙
封
筒
」
の

表
書
き
―

保
管
の
為
に
行
う
作
業
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
資
料
（
古
文
書
）
は
、

「
中
性
紙
封
筒
」
に
入
れ
る
前
に
そ

の
資
料
の
情
報
を
「
中
性
紙
封
筒
」

表
に
印
刷
し
た
、
表
の
項
目
に
従
っ

て
書
き
こ
み
ま
す
。
そ
こ
に
は
標
題

（
ま
た
は
資
料
名
）、
年
代
、
寸
法
、

作
成
者
、
宛
名
、
家
名
、
備
考
な
ど

の
情
報
を
書
き
だ
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
書
き
だ
し
て
お
く

こ
と
で
、
封
筒
を
開
け
ず
に
中
に
入

っ
て
い
る
古
文
書
が
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
だ
れ
が
、
何
を
ど
う
し
た
か
を

読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
資
料
を
活
用
す
る
の
に
必
要

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
管
理
に
も
必

要
な
情
報
で
す
。

保
存
箱
の
規
格
と
合
わ
せ
て
、
こ

の
方
法
、
調
査
項
目
は
、
徳
島
県
下

の
古
文
書
を
保
管
し
て
い
る
館
の
多

く
が
、
採
用
し
て
い
ま
す
。
調
査
内

容
と
、
保
存
の
規
格
を
統
一
す
る
こ

と
で
、
相
互
貸
借
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
今
後

の
資
料
の
貸
借
を
想
定
し
、
当
館
も

こ
れ
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
順

次
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
て
、
整
理
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
資
料
が
ど
こ
に
あ

る
か
、
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
寄
贈
資

料
は
膨
大
な
た
め
、
目
下
こ
の
作
業

を
継
続
中
で
す
。

資
料
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
先
日
、
高
知
県
で
文
化
財
保

存
修
復
学
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
参

加
し
、
最
新
の
現
状
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

当
館
所
蔵
の
資
料
に
最
も
適
し
た

保
管
方
法
が
他
に
な
い
か
、
こ
れ
か

ら
も
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。図

書
館
学
芸
員

原

多
賀
子

写真1 「中性紙封筒」入り資料の
保存箱への収納状況

写真2 「中性紙封筒」と収納資料

写真3 「中性紙封筒」の表
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込
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風
し
ん
等
予
防
接
種
費
用
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
！

風
し
ん
の
流
行
を
予
防
し
、
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
に
、
北
島
町
で
は
風
し
ん
抗
体
検

査
で
陰
性
だ
っ
た
方
が
、
風
し
ん
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対

象

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
が
陰

性
（
Ｈ
Ｉ
検
査
で
十
六
倍
以
下
ま
た

は
Ｅ
Ｉ
Ａ
検
査
で
抗
体
価
が
八
・
〇

未
満
）
で
あ
っ
た
方

①
妊
娠
を
希
望
又
は
予
定
す
る
女
性

（
妊
婦
は
除
く
）

②
昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
性

※
予
防
接
種
当
日
に
北
島
町
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

助
成
額

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

者→

五
千
円

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
者→

三
千
円

※
た
だ
し
、
接
種
費
用
が
そ
れ
ぞ
れ

の
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
実
際

の
接
種
費
用
を
上
限
と
す
る
。

申
請
期
間

原
則
と
し
て
、
接
種
日
の
属
す
る
年

度
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

接
種
後
、
①
〜
⑤
の
も
の
を
も
っ
て
、

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
を
記
載

し
た
文
書

②
風
し
ん
等
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類
（
予
防
接
種
済
証
等
）

③
風
し
ん
等
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
係
る
医
療
機
関
の
領
収
書

④
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

⑤
接
種
者
の
振
込
先
機
関
名
、
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

精
神
保
健
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ

ブ
（
そ
よ
か
ぜ
会
）
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
精
神
疾
患

で
治
療
中
の
方
が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
し
て
、
生
活
リ
ズ
ム
の

調
整
や
社
会
復
帰
の
き
っ
か
け
と
な

る
事
を
目
的
と
し
て
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

北
島
町
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
精
神
疾
患
ま
た
は

そ
の
疑
い
に
よ
り
通
院
中
の
人
。（
た

だ
し
、
主
治
医
の
参
加
同
意
が
必
要

で
す
の
で
、
事
前
に
主
治
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。）

活
動
回
数

毎
月
一
回（
十
時
〜
正
午
頃
ま
で
）

主
な
活
動
場
所

北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

主
な
活
動
内
容

制
作
活
動
、
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
調
理
実
習
・
意
見
交
換
な
ど

費

用
参
加
費
は
無
料

ス
タ
ッ
フ

保
健
師
の
他
に
、
精
神
保
健
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ラ
ブ
ハ
ン
ズ
」

メ
ン
バ
ー
の
協
力
支
援
の
も
と
活
動

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

見
学
を
希
望
さ
れ
る
人
や
さ
ら
に

詳
し
い
内
容
を
ご
確
認
し
た
い
人
は
、

北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
や
相
談
員
さ
ん
か

ら
の
お
問
合
せ
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ヤ
ン
グ
健
診（
問
診
・
血
液
・

尿
等
）の
予
約
が
始
ま
り
ま
す

職
域
等
で
健
康
診
断
を
受
け
る
機

会
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

予
約
受
付
開
始

七
月
二
日
㈪
〜

定
員
に
達
し
次
第
、
予
約
受
付
は

終
了
と
な
り
ま
す
。

対
象
は
、
今
年
度
末
で
二
十
〜
三

十
九
歳
と
な
る
方
で
す
。（
対
象
の

方
は
、
が
ん
検
診
受
診
券
の
「
ヤ
ン

グ
健
診
」
の
欄
に
◯
印
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
）

健
診
日
、
自
己
負
担
額
等
は
、
受

診
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

歯
周
病
検
診
が
始
ま
り
ま
す

人
が
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
は

「
虫
歯
」と「
歯
周
病
」で
す
。
特
に
歯

周
病
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
す
き
ま
か

ら
侵
入
し
た
細
菌
に
よ
り
歯
ぐ
き
に

炎
症
が
起
き
、
歯
を
支
え
る
骨
が
溶

け
て
い
ず
れ
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
病

気
で
す
。
日
本
人
の
四
十
歳
以
上
の

約
八
割
が
こ
の
病
気
に
罹
っ
て
い
ま
す
。

北
島
町
で
は
、
歯
周
病
の
予
防
と

歯
の
喪
失
防
止
を
目
的
に
、
今
年
度

よ
り
歯
周
病
検
診
を
開
始
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し

く
食
べ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

該
当
の
方

平
成
三
十
年
度
に
お
い
て

四
十
・
五
十
・
六
十
・
七
十
歳
と

な
る
方

（
た
だ
し
、
検
診
日
当
日
に
北
島

町
に
住
民
票
を
有
す
る
方
）

＊
該
当
す
る
方
に
は
受
診
券
を
送
付

い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間

七
月
二
日
〜
九
月
二
十
九
日

費

用

無

料
（
こ
の
検
診

自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後
に
治

療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
は
有
料
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

医
療
機
関

受
診
券
裏
面
に
記
載
し

て
い
ま
す
（
事
前
予
約
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

検
査
内
容

歯
の
状
況
、
歯
肉
の
状
況
な
ど
の

診
察

持
参
物

必
ず
受
診
券
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
検
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
等
。（
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

そ
の
他

・
結
果
は
、
直
接
、
歯
科
医
院
か
ら

説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
検
診
は
期
間
中
に
1
回
の
み

で
す
。

7
月
15
日
㈰

藍
住
町

浜
病
院

☎
6
9
2
―
2
3
1
7

7
月
16
日
（
月
・
祝
）

藍
住
町

安
芸
内
科

☎
6
9
2
―
6
1
1
1

7
月
22
日
㈰

藍
住
町

清
水
内
科

☎
6
9
2
―
8
9
0
0

7
月
29
日
㈰

藍
住
町

あ
い
ず
み
皮
ふ
科

☎
6
9
2
―
9
2
1
1

8
月
5
日
㈰

藍
住
町

奥
村
医
院

☎
6
9
2
―
2
4
0
3

8
月
11
日
（
土
・
祝
）

藍
住
町

山
田
眼
科
藍
住

☎
6
9
2
―
8
1
1
8

8
月
12
日
㈰
〜
15
日
㈬

北
島
町

き
た
じ
ま
田
岡
病
院

☎
6
9
8
―
1
2
3
4

在
宅
当
番
医
割
出
表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
病

院
に
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

板
野
東
部
消
防
本
部
（
☎
6
9

8
―
9
1
1
9
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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防防災災行行政政無無線線デデジジタタルル化化にによよるる新新機機能能ののごご案案内内

北島町では、平成30年4月から防災行政無線をデジタル化して運用しております。
デジタル化による新機能として追加された、「北島町防災・情報メール」の登録方法と、「防災無線メ
ッセージサービス」の利用方法を、改めてご案内いたします。
町内の4か所に設置している「拡声子局（スピーカー）」からの音声放送については、住民の皆様への
重要な情報伝達手段ではありますが、気密性の高い屋内にいる場合などには、聞き取り難いことがあり
ます。そのため、少しでも多くの方に「北島町防災・情報メール」に、ご登録いただけますようお願い
いたします。

－登録制メール配信サービス「北島町防災・情報メール」－
メール配信サービスに事前登録することにより、防災無線放送内容、緊急情報、北島町からのお知らせ等

が、登録したメールアドレスに文字配信されます。
〇登録方法は、次ページの“「北島町防災・情報メール」登録手順のご案内”をご覧ください。

※防災無線から放送を行う際には、防災情報以外のお知らせであっても、メールが送信されます。
（定時放送している「エーデルワイス」・「夕やけ小やけ」を除きます）

※運用試験等により、実際の防災無線放送内容とは異なる内容が、テストメールとして送信される場合があ
りますが、ご了承ください。

※「北島町からのお知らせ」は、平成30年度途中からの配信開始を予定しています。

－電話自動応答機能「防災無線メッセージサービス」－
専用ダイヤルに電話をかけることにより、防災無線放送内容を聞き直すことができます。
おかけ間違いのないようにご注意ください。

専用ダイヤル：088－698－9850（24時間自動応答）
〇使用方法：専用ダイヤルに電話をかけると、防災無線放送内容が新しい順に流れます。

プッシュ回線の場合は、聞いている途中に電話機の番号をプッシュすると、
以下の操作が可能です。

操 作 で き る 内 容

1つ前の放送内容（新しい放送内容）を聞く

1つ次の放送内容（過去の放送内容）を聞く

今聞いている放送内容を、もう一度聞き直す

最初の放送内容（一番新しい放送内容）から聞き直す

プッシュする番号

1

2

7

8

・放送終了後から24時間以内の防災無線放送内容を聞き直すことができます。
また、対象となる放送がない場合は、その旨のメッセージが流れます。

・通話料がかかります。
・電話が込み合った場合には、通話中となることがありますので、暫く経ってから電話をおかけ直しくだ
さい。

・定時放送している「エーデルワイス」・「夕やけ小やけ」は除きます。
※運用試験等により、実際の防災無線放送内容とは異なる内容が、防災無線メッセージサービスより流れ
る場合がありますが、ご了承ください。

【お問合せ先】 危機情報管理課 ☎698‒9807
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『『北北島島町町防防災災・・情情報報メメーールル』』登登録録手手順順ののごご案案内内

登録手順

4

登録手順

5

登録手順

6

登録情報変更・退会
登録メールアドレス・登録情報を変更／退会する場合は、
配信されたメールに記載されている URLからマイページに
アクセスし、メニューを選択します。

メールアドレス変更
変更後のメールアドレスを入力し
「入力内容を変更する」ボタンを
押します。
入力したメールアドレス宛に変更
確認メールが届きます。メールを
開いて URLを選択します。
「メールアドレスの変更が完了し
ました」と表示されたら、変更は
完了です。

登録情報変更
配信情報選択画面が表示されます。
登録内容を確認／変更しながら画
面を進みます。
登録完了後に「登録情報変更のお
知らせ」メールが届きます。

退会される方はコチラ
退会の確認画面が表示されます。
「退会する」ボタンを押します。
「退会処理が完了しました。」と
表示されます。
「解約のお知らせ」メールが届き
ます。

クリック

●配信されたメールを削除
してしまった場合は・・・
「北島町防災・情報メール
登録手順のご案内」に沿っ
て空メールを送信してくだ
さい。
折り返し届く「本登録済の
お知らせ」メールに記載さ
れている URLからマイ
ページにアクセスできます。

アクセス！

メニューを
クリック

配信情報を選択します。

入力内容を確認し、登録します。

登録完了です。

クリック

登録後、「本登録完
了のお知らせ」
メールが届きます。
ご確認ください。

「防災・緊急情報」の
選択は必須となります。

希望する場合は
チェックを入れて下さい。

修正する場合は
「修正する」から
入力画面に戻って
ください。

登録に困ったら
登録についてわからないことがありましたら、
右の QRコードから FAQにアクセスして下さい。
※携帯会社ごとの迷惑メールの設定方法も
ご確認いただけます。
▼FAQ（ヘルプサイト）

https : //service.sugumail.com/kitajima/faq/m/

ご登録の前に
「北島町防災・情報メール」には、メール配信サービスの利用
規約に同意していただいた上で、ご登録をお願いいたします。
また、携帯電話で迷惑メール対策の設定をされている場合は、
次の2つの設定を行ってからご登録をお願いいたします。
●「＠sg-m.jp」ドメイン、あるいは「kitajima@sg-m.jp」
のアドレスからのメールの受信を許可する
●URL付きメールの受信を許可する
※迷惑メール対策の設定をされていない場合でも、より確実
にメールを受信するために、上記の設定をされることを、
強くおすすめ致します。

登録手順

2

迷惑メール設定をしている場合は、事前に「＠sg-m.jp」
のドメインからの受信を許可する設定にしてください。
URLへアクセスできない場合は、Webブラウザを「Cookie
を有効にする」に設定してください。

登録手順

1

QRコードの読み取りができない場合は、
下記アドレスを直接入力して、空メールを送信してください。

t-kitajima@sg-m.jp

登録手順

3

空メール送信画面 URL :
https : //service.sugumail.com/kitajima/

登録用 URLが記載された
メールが届きます。

利用規約をご確認の上、
「メール配信に同意する」ボタンを
押します。

QRコードを読み取り、
サイトにアクセスし、
「空メール」を送信します。

登録には同意が
必要になります。

アクセス！

空メールとは
件名・本文を入力しない
メールの事です。

2018．7 町報（９）



（裁判員に選ばれる前の気持ち） （裁判員として裁判に参加した感想）

あらゆる点でよい経
験になりました。ニ
ュースで事件を目に
すると、考え方が今
までと違い、社会生
活をする上で新たな
視点が生まれたと思
います。
（40代、女性、お勤め）

裁 判 員 裁 判 の 実 施 状 況
～経験者の声もお知らせします～

平成21年5月21日のスタートから9年が経過した『裁判員制度』について、制度開始から平成29年12月
末までの裁判員裁判の実施状況を、お知らせします。

★その1 裁判員裁判に関するデータはこちら

・裁判員に選ばれた方は、60，502人！
・裁判所にお越しいただく日数（職務従事日数）の平均は、約5．7日です。

★その2 裁判員に選ばれる前と後での気持ちの変化は？

選ばれる前、参加に積極的な方は33．8％でしたが、参加後には95．7％の方が「（非常に）よい経
験」と感じられています！

★その3 裁判員制度について、もっと詳しく知りたい方はこちら‼

★裁判員制度ウェブサイト http : //www.saibanin.courts.go.jp/
裁判員制度に関するいろいろな情報や、裁判員裁判の開廷情報へのリンクなどを掲載しています。以下
にコンテンツの一部をご紹介します！
●動画配信

例えば…
「裁判員に選ばれるまで、選ばれてから」

選任手続の説明を中心に、裁判員裁判について、コンパクトにまとめた映像で
す（約15分）。

●パンフレット ※お近くの裁判所でも無料配布しています。

例えば…
「よくわかる！裁判員制度 Q&A」

まんがで楽しくわかりやすく裁判員制度について説明してあります。

●裁判員裁判の開廷情報
「各地の裁判員制度関連情報」

皆さんがお住まいの地域で行われている裁判員裁判の開廷情報や、裁判員制度
に関する広報行事などをご案内しています。

注）本記事に掲載されている各データの比率は、小数点第二位を四捨五入しているため合計が100％になら
ない場合があります。
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～申込書（はがき）記載例～

参加者 徳島太郎 小学5年生
阿波花子 小学6年生

連絡先 〒770－○○○○ 徳島市○○町○丁目○番地
徳島一郎
☎090‒○○○○ ‒○○○○

同伴者 徳島花子（母）

夏夏休休みみ企企画画 裁裁判判所所ササママーーツツアアーー22001188
―体験！裁判員裁判‼―

日 時 8月9日㈭13時半～16時半まで
場 所 徳島地方裁判所
イベント内容 ①模擬裁判（役が当たった人は裁判劇を演じることができます）

②法廷見学（写真撮影・法服試着など）
③裁判官への質問コーナー

対 象 者 小学5、6年生
定 員 60人（同伴の保護者を含める。）
申込方法 はがき（1枚につき子供3人まで申込み OK）
記載事項 ①参加者である子供の氏名と学年

②連絡先となる保護者の郵便番号、住所、氏名、電話番号
③保護者が同伴する場合保護者の氏名、子供との続柄

宛 先 〒770－8528 徳島市徳島町一丁目5番地1
徳島地方裁判所事務局総務課「裁判所サマーツアー」係

締め切り 7月20日㈮当日消印有効
※応募者多数の場合は抽選とします。結果については、7月23日以降に郵便でお知らせします。

お問合せは、徳島地方裁判所事務局総務課庶務係（☎603‒0111）までお願いします。
応募にあたり記載した個人情報は、このサマーツアーに関する連絡及び実施のためにのみ使用します。
当日撮影した写真を、裁判所 HPへの掲載など、広報に使用させていただくことがあります。
当日、マスコミによる取材が行われることがあります。予めご了承ください。

ルールを守って楽しく遊ぼう
用意はできていますか？
● 水の入ったバケツ

● 片付けるときのゴミ袋

● 点火用のローソク、かとり線香

正しい花火の遊び方
● 使用方法をよく読みましょう。

● 風の強い時はやめましょう。

● 花火を人や家に向けたり、燃えやすい物のある

場所ではしないようにしましょう。

● たくさんの花火に、一度に火をつけないようにしましょう。

板野東部消防組合消防本部 ☎698‒0119

2018．7 町報（１１）
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平平成成３３００年年度度北北島島町町住住宅宅リリフフォォーームム補補助助事事業業（（第第２２回回））ののごご案案内内

今年度も地域活性化のため、町内の施工業者を利用し個人住宅の修繕、補修工事やバリアフリー対応工事など
のリフォーム工事を行う方に、補助金を交付しています。4月に募集を行いましたが募集件数に達しなかったた
め、再募集を行います。
■対象工事 工事費（税込み）が20万円以上で、平成31年3月31日までに完了届が提出できる工事で次に該当す

るもの。（※注意）申込時点で既に工事契約又は工事着手している場合は対象外。
1．住宅の修繕、補修工事
2．壁紙の張り替え、外壁の塗り替え等住宅の模様替え工事
3．バリアフリー対応工事

■施工業者の条件 北島町内に主たる事業所（本店又は支店）を有する法人又は個人事業者
■対象住宅 自ら所有し、居住している町内の住宅（集合住宅は専有部分のみ対象）
■補助金額 補助対象工事費（税込み）の20％（上限20万円）
■申込資格 1．北島町に住民登録をしている人で、1年以上居住している方

2．補助対象住宅に居住し、その住宅を所有する方
3．対象工事について町の他の制度による補助等を受けていない又は受けようとしていない方

（町の他の制度を受けて同時施工する場合は、その規定に基づく対象工事部分は、当該改修工
事の補助対象外とします。）

4．所有者及び同一世帯員全員が町税等を滞納していない方
5．世帯の所得が1千万円以下の方（平成29年中）
6．今までに同事業の補助を受けていない方、又は補助を受けた住宅の所有者でない方

■募集件数 7件（応募多数の場合は抽選）
■受付期間 平成30年7月10日㈫～平成30年8月2日㈭（締切当日消印有効）
■申込方法 往復はがきに⑴住所、⑵氏名（ふりがな）、⑶電話番号、⑷施工予定業者名（住所、電話番号）、⑸

施工予定の詳細な内容、⑹予定工事費（税込み）を記入のうえ下記までお送りください。
■抽 選 会 と き：8月21日㈫ 18：00～

ところ：北島町総合庁舎 5階研修室
※抽選会当日は、町からの返信はがきを持参の上18：00までに会場に入場してください。遅れた人
または会場に入場していない人は、無効失格扱いとさせていただきますので予めご了承ください。

■お申込み及びお問合せ先 〒771－0285 北島町中村字上地23番地1
まちみらい課 ☎698‒9806
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④
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第43回全日本愛瓢会展示会
北島町大会を開催しました

6月14日から15日にかけ、全日本愛瓢（あいひょう）会が瓢箪（ひょうたん）の展示会を北島北公園総合体育
館（サンフラワードーム）において開催しました。
会場には様々な装飾を施したものや独特な形状のもの、絵の具で色づけされたものや見事な細工が施されたも

のなど約250点の作品が訪れた人の目を楽しませました。
14日には、同会の名誉総
裁を務める秋篠宮殿下が来
場され、瓢箪の展示をご覧
になりました。会場の外で
は、秋篠宮殿下をお出迎え
しようと約300人の町民が
かけつけ、拍手や大きな歓
声で歓迎していました。
2日間と短い期間であり

ましたが、「ひょうたんの
町きたじま」を PRするこ
とができました。今後も作
品づくりの教室や同会徳島
県支部会員の作品展示会な
どを開催してまいりますの
でこちらも多くのご来場を
お待ちしています。

夏期の燃やせるごみは、水気が多くなる傾向にあります。水
気が多いごみには、水切りが不十分な生ごみや乾燥されていな
い草木等があります。生ごみは、水分を十分切り、草木等はよ
く乾燥させてから出していただくことによって燃やせるごみを
減らすことができます。

ごみの収集日に分別できないごみが出されていることがあり
ます。そういったごみは、黄色の啓発シールを貼って分別をし
なおしてもらうようお願いしております。戸別収集のお宅は分
別しなおしてもらい出していただくか、粗大ごみ置き場に持ち
込んでもらうようにしています。集積所の場合、啓発シールを
貼ってもそのまま放置する方もいます。そういったごみは、集
積所の管理を担当している方が清掃センターに持ち込んで処理
されており、大変迷惑をかけています。
北島町ごみ分別ガイドブックを参考にしていただき、ごみの
分別にご協力いただきますようお願いします。

清掃センター ☎698‒4052

今
月
の
ご
み
対
策

啓
発
優
秀
ポ
ス
タ
ー

～燃やせるごみの減量にご協力を～

～ごみの分別の徹底～

北島小 十河日向子

6月
15．5㎏
？㎏

5月
16．1㎏
15．3㎏

0．8㎏減

4月
14．8㎏
14．4㎏

0．4㎏減

平成29年
平成30年

増減量

《 ご み ニ ュ ー ス 》

1人あたりの燃やせるごみの排出量

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”
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い
ぬ
ね
こ
掲
示
板

7
月
の
お
知
ら
せ

今
月
の
納
税

七
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
一

期
）
の
納
期
で
す
。

納
期
限

七
月
三
十
一
日
㈫

※
納
税
通
知
書
を
発
送
し
て
お
り
ま

す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前

日
ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

税
務
課（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
三
）

催

し

夏
休
み
親
子
で
よ
っ
と
い
Ｄ
ａ
ｙ
‼

in
北
島
町

親
子
で
作
ろ
う
キ
ラ
キ
ラ
ド
ー
ム

透
明
な
ガ
ラ
ス
の
瓶
に
貝
殻
を
入

れ
て
、
親
子
で
夏
の
ス
ノ
ー
ド
ー
ム

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
八
月
九
日
㈭

十
時
〜
十
二
時

【
場
所
】
総
合
庁
舎
六
階

和
室

【
定
員
】
親
子
二
十
組

【
参
加
費
】
容
器
代
百
円
（
釣
銭
の

無
い
様
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
）

【
対
象
】
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
に
ご
理

解
、
関
心
の
あ
る
方
。

【
お
申
込
み
】
板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
六
九
三
―
三
〇
三
三

（
平
日
九
時
〜
十
七
時
）

募

集

板
野
東
部
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

【
試
験
区
分
】
消
防
職
員

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

【
採
用
予
定
人
員
】
若
干
名

【
職
務
内
容
】
警
防
、
救
急
、
救
助
、

予
防
、
総
務
等
の
消
防
業
務

【
受
験
資
格
】
平
成
五
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

（
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る

場
合
は
平
成
二
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
）

【
申
込
受
付
】
七
月
十
七
日
〜

八
月
二
日

（
郵
送
の
場
合
は
二
日
消
印
有
効
）

【
試
験
日
】

一
次
試
験

九
月
十
六
日
㈰

二
次
試
験

十
月
以
降
予
定

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

板
野
東
部
消
防
組
合

総
務
課

☎
六
九
八
―
九
九
〇
〇

※
募
集
要
項
及
び
試
験
申
込
書
は
、

消
防
組
合
に
あ
り
ま
す
。

公
共
職
業
訓
練

受
講
生
募

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
六
か
月
コ
ー
ス

﹇
訓
練
期
間：

九
月
三
日
〜

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
﹈

・
溶
接
加
工
科

■
七
か
月
コ
ー
ス

﹇
訓
練
期
間：

九
月
三
日
〜

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
﹈

六
か
月
コ
ー
ス
の
前
に
一
か
月
の

導
入
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・
電
気
設
備
技
術
科

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

【
対
象
者
】
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
（
選
考
あ
り
）

【
受
講
料
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
）

【
募
集
期
間
】
七
月
三
十
日
㈪
ま
で

【
お
問
合
せ
】
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

徳
島

（
☎
六
五
四
―
五
一
〇
二
）

（
土
日
祝
を
除
く
、
平
日
九
時
〜

十
七
時
）

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

嘱
託
・
臨
時
職
員
採
用
予
定
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
一
般
事
務
・
事
業
職
員

【
募
集
人
員
】
臨
時
職
員
（
福
祉
関

係
で
勤
務
経
験
の
あ
る
者
、
又
は

地
域
福
祉
に
意
欲
の
あ
る
者
。）

【
試
験
日
】
七
月
二
十
三
日

【
応
募
締
め
切
り
】
七
月
十
九
日

※
普
通
免
許
要

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
専
門
員

【
募
集
人
員
】
嘱
託
職
員

【
試
験
日
】
随
時

※
試
験
時
刻
・
場
所
は
応
募
さ
れ
た

方
へ
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

《
賃
金
及
び
労
働
条
件
》

同
法
人

の
要
綱
に
よ
る

《
応
募
方
法
》
写
真
を
貼
付
し
た
履

歴
書
を
、（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

希
望
者
は
資
格
証
明
書
の
写
し
を
添

付
）
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
勤
務
時
間
》

平
日
八
時
半
か
ら

一
七
時
十
五
分

《
試
験
方
法
》
口
述
試
験

第
69
回
社
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集
‼

【
日

時
】
七
月
十
八
日
㈬

九
時
半
開
会

※
雨
天
順
延

【
場

所
】
北
島
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

中
央
コ
ー
ト
（
北
島
中
央
公
園
か

ら
北
へ
五
十
ｍ
）

【
対

象
】
北
島
町
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
準
備
物
】
動
き
や
す
い
服
装
・

運
動
ぐ
つ
・
飲
み
物

※
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
道
具
を
お
持
ち

の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
道
具

を
お
持
ち
で
な
い
方
へ
は
貸
し
出

し
い
た
し
ま
す
。

【
申
込
み
】
七
月
十
七
日
㈫
ま
で
に

電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
電
話
番
号
）
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
・
申
込
み
■

社
会
福
祉
法
人
北
島
町
社
会
福

祉
協
議
会

☎
六
九
八
―
八
九
一
〇

�
六
九
八
―
八
九
二
一

バ
ン
ビ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
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北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ

ドド

ムム
））
だだ
よよ
りり

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◎
行
事
予
定
（
7
月
・
8
月
）

★
7
月
15
日

キ
ョ
ー
エ
イ
カ
ッ
プ
第
28
回
全
日
本

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
徳
島
県
大
会

★
7
月
16
日

北
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

★
7
月
22
日

北
島
町
一
般
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
7
月
28
日
・
29
日

北
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

★
8
月
5
日

第
5
回
3
×
3
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

日
本
選
手
権
大
会
県
予
選

★
8
月
11
日
・
12
日

徳
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

★
8
月
18
日
・
19
日

徳
島
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
8
月
25
日

平
成
30
年
度
全
建
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
8
月
26
日

四
国
総
合
選
手
権
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会

県
予
選

5
月
27
日
、
第
47
回
北
島
町
卓
球

大
会
が
、
北
島
北
公
園
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
※
①
〜
③
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
1
位

〜
3
位
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
優
勝
）

優
勝
卓
球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

1
部

①
元
木

健
太

②
吉
井

大
真

③
関
本

瑞
輝

優
勝

卓
球

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

1
部

①
松
本

結
鶴

②
山
﨑

実
来

③
森
長

結
依

優
勝

卓
球

2
部

①
粟
谷

祐
太

②
池
田
優
梨
奈

③
高
見

彩
華

優
勝

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

ダ
ブ
ル
ス

高
橋

功

大
村

佳
子

六
月
度
月
例
杯

期
日

6
月
1
日
㈮

参
加
数
36
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

吉
田
千
恵
子

34
打

準
優
勝

土
岐

淼
五

34
打

第
3
位

渡
部

公
夫

36
打

第
4
位

中
西

秀
治

36
打

第
5
位

川
岸

明

37
打

鳴
門
市
板
野
郡
会
員
交
流
Ｇ
Ｇ
大
会

期
日

6
月
13
日
㈬

参
加
数
295
名

場
所

鳴
門
市
ウ
チ
ノ
海
運
動
公
園

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
女
性
の
部
）

第
5
位

福
原

茂
子

3
Ｒ
61
打

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

北北
島島
町町

体体
育育
協協
会会
だだ
よよ
りり

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

全
国
統
一
介
護
予
防
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
い
き

い
き
百
歳
体
操（
徳
島
版
）〜
認
知
症
予
防
編
〜
」

の
お
知
ら
せ

理
学
療
法
士
の
先
生
が
、
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
解
説
し
て
、
一
緒
に

体
操
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

七
月
十
五
日
㈰

十
時
〜
正
午
頃

（
受
付
九
時
半
〜
）

【
場
所
】
北
島
町
役
場

七
階

【
講
師
】
近
藤

慶
承
先
生

（
徳
島
県
理
学
療
法
士
会
）

【
対
象
】
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
。（
申
込
み
不
要
）

【
持
参
物
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
簡
単
な
体
操
を
行
い
ま
す
の
で

動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
下
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
お
問
合
せ
】地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
六
九
八
―
八
九
五
一

遊遊

山山

箱箱

・・

書書

道道

展展

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
後
二
年
。

地
方
文
化
の
重
要
性
が
増
し
て
き
た

今
、
価
値
観
の
合
う
仲
間
と
共
に
、

伝
統
あ
る
文
化
工
芸
を
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
く
、
先
月
一
か
月
間
阿
波

お
ど
り
空
港
に
於
い
て
展
示
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
徳
島
文
化
の
活
性
化

に
寄
与
し
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

阿
波
遊
山
代
表

住

啓
子

月
例
大
会
に
お
い
て
、
阿
部
さ

ん
が
ベ
ス
グ
ロ
優
勝
に
輝
い
た
。

県
外
大
会
で
は
、
井
出
さ
ん
が

優
勝
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

5
・
19

第
八
回
津
山
市
全
国
ふ
れ
あ
い
大
会

場
所

津
山
市
日
本
原
コ
ー
ス

173
名

女
子

二
位

岡
部

文
子

77

5
・
26

五
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

32
名

優
勝

木
内
百
合
子
・
山
村

武
司

二
位

池
田

滋
・
川
田

実

三
位

志
津

君
子
・
鎌
田

勲

647073

474757

6
・
9

六
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

36
名

優
勝

阿
部
美
恵
子

二
位

中
村

俊
一

三
位

冨
士

繁
男

ベ
ス
グ
ロ

阿
部
美
恵
子

72818172

626565

6
・
17

第
十
一
回
関
西
オ
ー
プ
ン
大
会

場
所

三
木
歴
史
の
森
コ
ー
ス（
三
木
市
）

153
名

男
子
ゴ
ー
ル
ド
優
勝

井
出

輝
久

女
子

五
位

岡
部

文
子

7884

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

展示した作品の数々
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�

（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������

◆
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

社
会
生
活
を
営
む
上
で
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
若
者
へ
の
支
援

【
少
年
鑑
別
所
に
収
容
さ
れ
た
非
行

少
年
へ
の
支
援
に
つ
い
て
】

一
少
年
鑑
別
所
の
仕
事

少
年
鑑
別
所
は
法
務
省
所
管
の
施

設
で
、
家
庭
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
、

非
行
少
年
を
収
容
し
、
性
格
や
知
能

な
ど
を
検
査
し
て
問
題
性
を
見
極
め

る
と
と
も
に
、
今
後
の
更
生
に
向
け

て
適
切
な
指
針
を
示
す
こ
と
を
業
務

と
し
て
い
ま
す
。（
警
察
か
ら
家
庭

裁
判
所
に
送
致
さ
れ
た
非
行
少
年
の

う
ち
約
一
割
が
少
年
鑑
別
所
に
入
所

し
て
い
る
）

ま
た
、
鑑
別
所
の
設
置
目
的
と
業

務
は
、
①
家
庭
裁
判
所
等
の
求
め
に

応
じ
鑑
別
を
行
う
②
観
護
の
措
置
の

決
定
が
執
ら
れ
て
収
容
し
て
い
る
者

等
に
対
し
て
、
観
護
処
遇
を
行
う
③

地
域
社
会
に
お
け
る
非
行
及
び
犯
罪

の
防
止
に
関
す
る
援
助
を
行
う
こ
と

で
す
。

鑑
別
の
結
果
を
家
庭
裁
判
所
に
通

知
し
、
少
年
の
処
遇
（
保
護
観
察
・

少
年
院
送
致
等
）
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
鑑
別
と
は：

専
門
的
知
識
及
び
技

術
に
基
づ
き
、
少
年
の
非
行
に
影

響
し
た
資
質
上
、
環
境
上
の
問
題

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
改

善
の
た
め
の
処
遇
に
関
し
て
適
切

な
指
針
を
示
す
こ
と

二
地
域
援
助
業
務
に
つ
い
て

鑑
別
所
は
、
法
務
少
年
支
援
セ
ン

タ
ー
の
顔
も
持
っ
て
お
り
、
青
少
年

の
心
理
相
談
（
面
接
・
電
話
相
談
）

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
法
教
育

の
出
前
授
業
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
鑑
別
所
は
、
平
成
二

十
七
年
施
行
の
「
少
年
鑑
別
所
法
」、

平
成
二
十
八
年
施
行
の
「
再
犯
の
防

止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
少
年
の
健
全
育
成
と
再
非
行
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。（
平
成
三
十
年
六
月
七

日
に
開
催
し
た
補
導
員
研
修
会
に
お

け
る
徳
島
少
年
鑑
別
所
井
上
逸
子
所

長
の
講
演
よ
り
抜
粋
し
ま
し
た
。）

【
内
閣
府
支
援「
講
習
会
」の
ご
案
内
】

演
題：

「
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い

る
子
ど
も
・
若
者
へ
の
支
援
と
は
」

講
師：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー

（
宿
泊
型
の
施
設
で
全
国
の
若
者

が
入
所
し
て
い
る
）

常
任
理
事

河
野

久
忠

氏

日
時：

八
月
二
十
九
日
㈬

十
四
時
〜
十
六
時

場
所：

松
茂
町
総
合
会
館

三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

徳島板野警察署広報 ☎698 ‒ 0110

夏夏期期ににおおけけるる水水難難防防止止
気温の上昇とともに、自然体験型のレジャーを楽しむ人々が増加する一方、河川等における釣り・水泳・キャ

ンプ等で、尊い命が失われる水難が夏期に多発しています。本県においても、昨年7月から9月の3か月の間に、
8件の水難が発生し、5人の方が亡くなっています。
水難の未然防止対策

水難を未然に防ぐためには、余裕を持った計画を立てるとともに、以下のような点に留意する必要があります。
⑴ 危険箇所の把握

魚取り、釣りでは、転落等のおそれがある場所、水泳や水遊びでは、水温の変化が大きい場所や流れの激
しい場所等の危険箇所を事前に確認し、近づかないようにする。

⑵ 的確な状況判断
天候不良時、体調が悪いとき、飲酒したときなど、水難のおそれが高いときは、釣りや水泳を行わない。
※住んでいるところと目的地の天気は一緒ではありません。

⑶ ライフジャケット等の活用
釣りやボート等で水辺に行くときは、必ずライフジャケット等を着用（体のサイズに合ったものを選び、

正しく着用）する。
⑷ 遊泳時の安全確保
・掲示板、標識等により危険区域と表示された区域内に入らない。
・遊泳区域を表示する標識、浮き等を移動し、又は損壊しない。
・遊泳区域以外の水域で遊泳しない。
・遊泳中、他人に抱きつくなど遊泳上危険な行為をしない。
・遊泳に当たっては、水深、水流を考慮し、安全な方法で遊泳する。

⑸ 保護者等の付き添い
子どもの水難防止のため、幼児や泳げない学童等を水遊びさせるに当たっては、その者を保護する責任の

ある者が付き添うなどして、目を離さないようにする、また、子ども1人での水遊びは絶対にやめさせる。
⑹ 河川における注意事項
・周辺の状況を確認し、テントは安全な場所に設置する。
・遊んでいるときも、雲や雷、川の流れなどに注意する。
※急な増水で水没するおそれのある、河原や中州、川幅の狭いところに注意する。

社会福
祉法人

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ活動重点

2018．7 町報 （１６）
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（5月届分）
（敬称略）

慶慶

弔弔

お
く
や
み

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
間
に
、

う
れ
し
い
話
が
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。
徳
島
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
公
演
し
た
音
楽
劇
「
バ

ン
ド
ー
少
年
物
語
」
の
ニ
ュ
ー
ス

が
ド
イ
ツ
で
報
道
さ
れ
た
と
い
う

の
で
す
。
ま
る

で
夢
の
よ
う
で

す
。四

年
前
、
長

男
が
四
歳
の
時

で
し
た
。「
歌
を

教
え
て
く
れ
る

教
室
が
あ
る
」

と
聞
き
、
人
前
で
恥
ず
か
し
が
ら

ず
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
、
軽
い
気
持
ち
で
出
か

け
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の

指
導
者
が
二
十
年
ぶ
り
に
再
会
し

た
中
学
時
代
の
恩
師
で
し
た
。

長
男
は
、
私
の
仕
事
上
の
関
係

で
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
て
い
た
た

め
、
落
ち
着
き
が
あ
り
優
し
い
気

持
ち
は
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人

前
で
は
物
怖
じ
し
て
親
の
後
に
隠

れ
て
、
少
し
で
も
嫌
な
こ
と
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
涙
ぐ
む
と
い
っ
た
、

内
気
で
消
極
的
な
子
ど
も
で
し
た
。

そ
の
子
ど
も
が
、
今
で
は
大
勢

の
観
客
の
前
で
独
唱
し
た
り
、
音

楽
劇
を
演
じ
た
り
し
て
い
る
姿
を

見
る
時
、
こ
の
四
年
の
日
々
の
成

長
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。
入
会
し

て
間
も
な
い
頃
、
簡
単
な
こ
と
が

な
か
な
か
で
き
な
く
て
叱
ら
れ
、

大
泣
き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

心
の
甘
え
を
体
当
た
り
で
怒
ら
れ
る

長
男
を
見
て
、
私
の
方
が
耐
え
ら
れ

ず
に
連
れ
て
帰
ろ
う
と
し
た
時
、
長

男
は
練
習
を
続
け
さ
せ
て
ほ
し
い
と

懇
願
し
て
き
ま
し
た
。
母
親
か
ら
の

自
立
の
意
思
を
目
の
当
た
り
に
し
た

瞬
間
で
し
た
。

そ
の
日
か
ら
、
長
男
と
私
の
成
長

の
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
歌
と
ピ

ア
ノ
や
習
字
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
は
も

と
よ
り
、
歌
の
グ
ル
ー
プ
練
習
や
音

楽
劇
の
ス
テ
ー
ジ
本
番
と
、
次
か
ら

次
へ
と
繰
り
返
さ
れ
る
目
ま
ぐ
る
し

い
日
々
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、「
坂
東
俘
虜
収
容
所
」

の
史
実
に
基
づ
い
た
音
楽
劇
「
バ
ン

ド
ー
少
年
物
語
」
は
、
こ
こ
三
年
の

間
に
ど
ん
ど
ん
出
演
依
頼
が
増
え
て
、

公
演
回
数
も
百
回
を
越
え
ま
し
た
。

劇
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
三
歳
か
ら
小

学
四
年
生
の
子
ど
も
た
ち
で
演
じ
き

り
ま
す
の
で
、
観
て
く
だ
さ
っ
た
方

か
ら
子
ど
も
た
ち
の
歌
や
演
技
へ
の

賞
賛
と
、
練
習
に
つ
い
て
の
質
問
を

よ
く
受
け
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
子
ど

も
も
保
護
者
も
笑
顔
で
「
音
楽
劇
の

練
習
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
が
、
指

導
は
厳
し
い
で
す
！
」
と
答
え
ま
す
。

①
幼
児
も
小
学
生
も
同
じ
練
習
内
容

②
荷
物
も
準
備
も
全
て
自
分
一
人
で

③
「
で
き
な
い
自
分
」
を
早
く
改
善

④
保
護
者
は
見
守
り
、
手
助
け
不
要

こ
の
よ
う
な
指
導
方

針
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
自
立
心
が

育
ち
は
じ
め
た
今
年
、

六
月
一
日
に
鳴
門
市

は
「
第
九
」
ア
ジ
ア

初
演
百
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

ド
イ
ツ
兵
俘
虜
子
孫
の
お
出
迎
え

か
ら
「
よ
み
が
え
る
第
九
」「
な
る

と
の
第
九
」「
ア
フ
タ
ー
交
流
会
」

へ
と
続
い
た
四
日
間
の
記
念
事
業
に

「
第
九
」
を
歌
い
、
音
楽
劇
を
披
露

し
て
「
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
」
に

徹
し
た
「
う
た
の
広
場
Ｎ
Ｋ
Ｂ
」
の

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
や
仲
間
た

ち
。
次
の
百
年
に
向
か
う
新
た
な

取
り
組
み
が
も
う
す
で
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

随筆

（578）

自
立
心
を
育
て

世
界
に
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち

太
郎
八
須

中
山

貴
代

牧

野

直

人

春

美

あ
や

な

長
女

絢

捺

北

村

三

宅

伸

司

景

子

ゆ

い

二
女

佑

依

高

房

大

島

竜

萌

な
ご
み

長
女

和

高

房

三

浦

亮

介

純

菜

ま
な

と

長
男

愛

斗

江

尻

岡

田

健

二

浪

な
お

ひ
ろ

長
男

直

大

高

房

加

藤

元

嗣

恵

り
ゅ
う

が

長
男

龍

楽

太
郎
八
須

濱

田

昌

宏

雅

ひ

な
た

二
男

陽

向

北

村

山

田

晋

也

祥

子

あ

す

ま

長
男

明
日
麻

北

村

白

井

昭

博

香

菜

あ
い

り

長
女

愛

莉

江

尻

長
谷
川

和

博

早

苗

あ
か

り

長
女

明

里

新
喜
来

森

元

貴

之

真
理
子

れ

な

長
女

玲

名

江

尻

古

本

弘

治

奈
穂
子

か

ほ

の

長
女

華
穂
乃

太
郎
八
須

水

口

健

志

鈴

代

し
ゅ
ん

す
け

長
男

純

佑

鯛

浜

谷

川

慶

禎

未

こ

た
ろ
う

長
男

瑚
汰
郎

鯛

浜

小

山

健

太

佳
奈
枝

え

れ

な

二
女

瑛
礼
奈

北

村

���
天

羽

佑

介

高

房

住

友

円

香

徳
島
市

���
平

島

光

啓

高

房

井

内

梨

帆

徳
島
市

千

葉

正

憲
（
79
歳
）
高

房

「
生
き
が
い
講
座
・

囲
碁
大
会
」

六
月
七
日
㈭
会
員
に
よ
る
恒
例
の

親
睦
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
績

は
次
の
通
り
で
し
た
。

Ａ

組

優

勝

長
谷
川

清

四
段

準
優
勝

渡
辺

義
弘

四
段

三

位

辻
村

邦
雄

四
段

Ｂ

組

優

勝

杉
村

真
仁

四
段

準
優
勝

宮
本

寿

四
段

三

位

眞
重

武
治

四
段

Ｃ

組

優

勝

寺
内

武
彦

四
段

準
優
勝

山
田

昌
弘

四
段

三

位

中
西

秀
治

二
段
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北
島
で
の
暮
ら
し
に
な
じ
ん
で
き

た
頃
、
私
は
い
く
つ

か
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
と

日
本
の
類
似
点
に
つ

い
て
気
づ
き
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
二
つ
の
国
に
は

際
だ
っ
た
違
い
も
あ

り
ま
す
。
ジ
ャ
マ
イ

カ
で
は
、
温
暖
な
気

候
に
加
え
、
季
節
的

な
降
雨
が
年
間
を
通

し
て
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
は
雪
ど
こ
ろ
か

寒
さ
も
無
縁
の
場
所

で
す
。
で
す
の
で
、

私
に
と
っ
て
日
本
の

冬
を
経
験
す
る
こ
と

は
新
し
い
経
験
で
し

た
。
冬
の
寒
さ
は
私

に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
も
の
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
経
て
、

私
は
春
の
訪
れ
を
心
待
ち
に
し
ま
し

た
。
暖
か
な
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る

か
の
よ
う
な
、
生
き
生
き
と
美
し
く

咲
き
誇
る
桜
の
花
々
を
私
は
心
か
ら

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
私
に

と
っ
て
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

に
な
る
で
し
ょ
う
。

日
本
に
到
着
し
て
、
毎
日
の
ゴ
ミ

分
別
を
詳
細
に
記
し
た
北
島
地
区
の

カ
レ
ン
ダ
ー
の
存
在
に
驚
き
ま
し
た
。

ジ
ャ
マ
イ
カ
で
は
こ
の
よ
う
な
方
法

は
取
り
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち

の
国
の
ゴ
ミ
処
理
は
日
本
の
よ
う
な

組
織
的
に
統
率
の
取
れ
た
レ
ベ
ル
に

は
達
し
て
お
ら
ず
、
私
た
ち
の
ゴ
ミ

は
た
い
て
い
分
別
さ
れ
ず
回
収
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
別
の
際
だ
っ
た
違

い
は
、
使
用
用
途
に
よ
り
、
室
内
履

き
と
呼
ば
れ
る
靴
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
私
が
日
本
に
来

る
前
に
知
人
か
ら
あ
ら
か
じ
め
そ
れ

を
用
意
し
て
お
く
よ
う
に
と
、
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
日
本

人
に
と
っ
て
こ
の
当
た
り
前
の
習
慣

も
、
私
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
人
口
に
お
い

て
も
非
常
に
対
照
的
で
す
。
日
本
の

人
口
は
お
よ
そ
一
億
二
七
〇
〇
万
人

で
あ
る
の
に
対
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
の

人
口
は
二
九
〇
万
人
で
す
。

次
に
二
つ
の
国
の
類
似
点
に
つ
い

て
挙
げ
て
み
ま
す
。
夏
季
に
は
、
ジ

ャ
マ
イ
カ
と
日
本
は
台
風
や
ハ
リ

ケ
ー
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
影
響
を
受
け
ま

す
。
台
風
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
は
強
い
風

や
大
雨
に
よ
り
、
時
に
は
交
通
機
関

や
建
物
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
非
常

に
深
刻
な
被
害
を
与
え
ま
す
。
私
は

以
前
か
ら
日
本
に
対
し
て
興
味
や
関

心
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
に
は
た
く
さ
ん
の
有
名
な
城
、

山
々
、
ご
当
地
の
お
い
し
い
食
べ
物
、

そ
し
て
素
晴
ら
し
い
文
化
を
含
む
奥

深
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
徳
島
の
郷

土
料
理
で
あ
る
そ
ば
米
汁
や
も
ち
も

ち
し
て
つ
る
っ
と
し
た
歯
ご
た
え
が

特
徴
的
な
半
田
そ
う
め
ん
、
と
ん
か

つ
や
お
好
み
焼
き
な
ど
な
ど
今
で
は

私
の
大
好
物
で
す
。
た
だ
納
豆
だ
け

は
ま
だ
苦
手
な
食
べ
物
で
す
が
。

日
本
が
奥
深
い
歴
史
を
持
っ
て
い

る
の
と
同
様
に
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
文

化
も
ま
た
特
筆
す
べ
き
素
晴
ら
し
い

点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
音
楽
、
食
べ
物
、
そ
し
て
有
名
な

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
存
在
で
す
。
い

く
つ
か
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。
レ
ゲ

エ
や
ダ
ン
ス
音
楽
の
よ
う
な
ジ
ャ
マ

イ
カ
の
影
響
力
の
あ
る
音
楽
は
世
界

的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
日

本
で
は
そ
れ
ら
を
手
本
と
し
て
作
ら

れ
た
音
楽
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
疑

い
の
余
地
な
く
、
ボ
ブ
・
マ
ー
リ
ー

の
名
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、�
音
に

打
ち
の
め
さ
れ
て
傷
つ
く
も
の
は
い

な
い
�
の
で
す
。
裏
打
ち
の
偶
数
拍

の
リ
ズ
ム
と
耳
に
心
地
良
い
ビ
ー
ト

が
印
象
的
で
す
。
有
名
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
は
、
ボ
ブ
・
マ
ー
リ
ー
、
ジ

ミ
ー
・
ク
リ
フ
、
シ
ャ
ギ
ー
、
そ
し

て
シ
ー
ン
・
ポ
ー
ル
が
い
ま
す
。

ジ
ャ
マ
イ
カ
を
代
表
す
る
も
の
と

し
て
他
に
は
、
伝
統
的
な
ジ
ャ
マ
イ

カ
料
理
が
あ
り
ま
す
。
世
界
的
に
も

肉
や
魚
の
メ
イ
ン
料
理
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
�
ア
ー
キ
ー
＆
ソ
ル
ト

フ
ィ
ッ
シ
ュ
�
や
ス
パ
イ
シ
ー
な

�
ジ
ャ
ー
ク
チ
キ
ン
�
で
す
。
私
が

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
つ
い
て
話
す
時
、
こ

の
料
理
と
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
コ
ー

ヒ
ー
無
し
で
は
語
れ
ま
せ
ん
。
ブ

ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
世
界
的
に
も

コ
ー
ヒ
ー
愛
飲
者
か
ら
評
価
が
高
く
、

こ
こ
日
本
で
は
特
に
多
く
の
人
々
に

飲
ま
れ
て
い
ま
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
陸
上
競
技
や

機
会
が
あ
る
と
氷
上
で
の
ス
ポ
ー
ツ

で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
も
し
あ
な

た
が
陸
上
競
技
フ
ァ
ン
で
あ
る
な
ら

ば
、
伝
説
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
あ

り
人
類
史
上
最
速
の
ス
プ
リ
ン
タ
ー
、

ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト
が
頭
に
浮
か
ぶ

で
し
ょ
う
。
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ァ

ン
で
あ
る
な
ら
ば
一
九
八
八
年
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
ジ
ャ
マ

イ
カ
の
ボ
ブ
ス
レ
ー
チ
ー
ム
に
つ
い

て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
は
雪
が
降
り

ま
せ
ん
が
、
彼
ら
の
チ
ー
ム
は
見
事
、

初
出
場
を
果
た
し
、
人
々
を
感
動
の

渦
に
巻
き
込
ん
だ
こ
と
は
紛
れ
も
な

い
事
実
で
す
。
彼
ら
の
活
躍
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
一
九
九
三
年
の
映
画

�
ク
ー
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
�
は
制
作
さ

れ
ま
し
た
。

両
方
の
国
に
は
明
確
な
習
慣
の
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
す
べ
て
を
紐
解

い
て
い
け
ば
、
重
要
な
本
質
に
全
て

は
至
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

間
違
い
な
く
、
私
た
ち
は
同
じ
人
間

と
し
て
私
た
ち
の
人
生
に
お
い
て
同

じ
こ
と
を
望
む
で
し
ょ
う
。
―
幸
福
、

愛
、
健
康
、
そ
し
て
安
全
―
。
最
後

に
、
私
の
今
の
気
持
ち
は
詩
人
マ

ヤ
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
ウ
の
言
葉
に
要
約

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�
私
た
ち

は
似
て
い
な
い
と
こ
ろ
よ
り
も
、
友

よ
、似
て
い
る
と
こ
ろ
の
方
が
多
い
�。

（
日
本
語
訳

北
島
中
学
校

佐
藤
笑
子
）

絆
〜
つ
な
が
り
合
う
私
た
ち
〜

北
島
中
学
校
英
語
指
導
助
手

ア
ン
ト
ニ
オ

ス
ペ
ン
サ
ー

（
中
南
米

ジ
ャ
マ
イ
カ
）
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あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
の
へ
や

日
時
▼
七
月
十
二
日
㈭

十
一
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

■
〇
〜
三
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
お
は
な
し

会
で
す
。
図
書
館
職
員
が
読
み
聞
か

せ
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
行
い
ま
す
。

徳
島
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
七
月
二
十
八
日
㈯
〜
二
十
九

日
㈰

十
時
〜
十
七
時
最
終
日
は

十
六
時
迄

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催
▼
徳
島
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
務
局
（
川
久
保
☎
〇
八

〇
・
三
一
六
二
・
二
二
三
四
）

四
国
大
学
発
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

「
読
書
感
想
文
、ど
の
本
を
読
む
？
」

日
時
▼
七
月
十
四
日
㈯

十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

対
象
▼
小
学
一
・
二
年
生
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

入
場
料
▼
無
料

■
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
読
書
感
想

文
を
書
く
低
学
年
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
に
課
題
図
書
以
外
で
お
す
す

め
の
本
を
四
国
大
学
の
学
生
達
が
紹

介
し
ま
す
。

夏
休
み
子
ど
も
ビ
デ
オ
上
映
会

「
学
校
の
怪
談

恐
怖
の
学
校
編
」

日
時
▼
八
月
十
日
㈮

十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

内
容
▼
「
学
校
の
怪
談

恐
怖
の
学

校
編
」

上
映
時
間
▼
四
十
六
分

■
み
ん
な
が
大
好
き
な
こ
わ
い
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。
九
つ
の
短
い
お

は
な
し
が
入
っ
て
い
ま
す
。

あ
か
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

の
た
め
の
ビ
デ
オ
上
映
会

日
時
▼
八
月
十
日
㈮

十
一
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

内
容
▼
「
く
ま
の
が
っ
こ
う
ジ
ャ
ッ

キ
ー
の
じ
て
ん
し
ゃ
り
ょ
こ
う
」

上
映
時
間
▼
三
十
七
分

入
場
料
▼
無
料

■
大
人
気
絵
本
シ
リ
ー
ズ
「
く
ま
の

が
っ
こ
う
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
。

主
催
▼
北
島
町
教
育
委
員
会

（
☎
六
九
八
・
九
八
一
二
）

夏
休
み
工
作
教
室

お
か
た
づ
け
ア
イ
テ
ム
を
つ
く
ろ
う

日
時
▼
八
月
十
一
日
㈯

十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
会
議
室

講
師
▼
図
書
館

職
員

定
員
▼
十
五
組

（
小
学
低
学

年
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

＊
事
前
申
込

み
要

申
込
み
▼
七
月

二
十
八
日
㈯

十
時
か
ら
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
申
込
み
用
紙
に
記
入
（
先

着
順
）

■
身
近
な
材
料
で
楽
し
く
作
っ
て
、

お
か
た
づ
け
に
使
え
る
小
物
を
作
り

ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
ス
ウ
ィ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
『
有

害
物
質
の
サ
バ
イ
バ
ル
』
朝
日
新
聞

出
版

●
静
霞
薫
『
小
松
帯
刀
』
ポ
プ
ラ
社

●
あ
ん
び
る
や
す
こ
『
ル
ル
と
ラ
ラ

の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
・
サ
ン
ド
』
岩

崎
書
店

●
藤
本
と
も
ひ
こ『
お
ば
き
ゃ
ー
！
』

世
界
文
化
社

●
あ
べ
弘
士
『
ク
マ
と
少
年
』
ブ
ロ

ン
ズ
新
社

●
ふ
く
だ
い
わ
お『
と
ん
と
ん
と
ん
』

光
村
教
育
図
書

《
一

般

書
》

●
イ
ン
プ
レ
ス
書
籍
編
集
部
『
わ
た

し
の
「
お
金
」
ル
ー
ル
』
イ
ン
プ
レ

ス●
鈴
木
理
恵『
ふ
わ
っ
と
チ
ン
チ
ラ
』

河
出
書
房
新
社

●
鴻
上
尚
史
『
不
死
身
の
特
攻
兵
』

講
談
社

●
朱
野
帰
子
『
わ
た
し
、
定
時
で
帰

り
ま
す
。』
新
潮
社

●
凜
『
10
分
間
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』

ゴ
マ
ブ
ッ
ク
ス

●
鳥
羽
亮
『
新
火
盗
改
鬼
与
力
』
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

たた
ばば
ここ
はは
町町
内内
でで

買買
いい
まま
しし
ょょ
うう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
1
個

か
ら
1
0
5
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
《8月》

6日㈪
13日㈪
16日（第3木・館内

整理日）
20日㈪
27日㈪

《7月》
2日㈪
9日㈪
16日（月・祝）
17日（火・振替休）
19日（第3木・館内

整理日）
23日㈪
30日㈪

ⓒ2009ポプラ社・日本民話の会／
学校の怪談編集委員会・小川京美

☎
六
九
八
―
一
一
〇
〇
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中村 先田 英子「あじさい」町報フォトグラフィ
撮影
データ

カメラ FINEPIX SL300 デジタル
絞り値 F5．2
シャッター速度1／125
ISO感度 400
手持ち

その日はくもり空でしたがたくさんのあじさいが咲いていてき
れいでした。

献献
血血
へへ
のの
ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。

○
実
施
日

八
月
八
日
㈬

○
献
血
場
所

北
島
町
役
場
前

（
九
時
半
〜
十
二
時
半
）

フ
ジ
グ
ラ
ン
北
島

（
十
四
時
〜
十
六
時
半
）

○
献
血
方
法

全
血
献
血

※
四
〇
〇
mL
全
血
献
血
で
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
医
療
機
関
で
は

輸
血
の
九
七
％
が
、
患
者
さ
ん
の
安

全
の
た
め
に
四
〇
〇
mL
を
使
用
し
て

い
ま
す
。（
副
作
用
発
生
の
可
能
性

が
低
く
、
安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
基

準
を
設
け
て
い
ま
す
。

採
血
基
準（
四
〇
〇
mL
全
血
献
血
）

※
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
献
血
に
つ

い
て
は
、
献
血
い
た
だ
く
方
の
健
康

を
考
慮
し
六
十
〜
六
十
四
歳
の
間
に

献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
献
血
受

付
時
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

献
血
受
付
の
際
に
、
安
全
で
責
任

の
あ
る
献
血
を
お
願
い
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
本
人
確
認
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
自
身
を
証
明
で
き
る
も

の
の
提
示
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（「
氏
名
」、「
生
年
月
日
」、

「
顔
写
真
」
が
確
認
で
き
る
証
明
書

（
運
転
免
許
証
等
））

〜
献
血
者
の
皆
様
へ
〜

町
内
等
で
実
施
し
た
献
血
の
献
血

者
情
報
は
表
彰
及
び
献
血
の
推
進
以

外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

中小企業の福利厚生を応援します！

町報発行／北島町公報委員会 ☎698‒9801（総務課内） 毎月10日発行 印刷／徳島県教育印刷㈱ 2018．7 第861号

女 性

18～69歳※

50kg以上

90mmHg以上

2回以内

800mL以内

男 性

17～69歳※

3回以内

1，200mL以内

年 齢

体 重

最 高 血 圧

年間献血回数

年間総献血量

「一度だけ」のつもりでも、
依存性や耐性によっては、
乱用する量や回数が増えて、
自分の意思ではやめることが
できなくなります。

（２０）
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